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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、次の 2 点である。 

（１）荘園絵図研究の現在の水準においては
欠かすことのできない絵図の原本調査・荘園
の現地調査を実施して情報の集約・分析を行
い、その成果を整備・公開する。 

（２）近年のコンピュータシステムの進展も
考慮し、重要な要素である画像や関連情報な
ど、研究成果の有効な公開システム構築方法
についても研究を行なう。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）本研究課題における方法のひとつは、
荘園絵図の原本調査・現地調査・関連史料の
収集を実施し、その成果を集約したトレース
図と釈文を作成することにある。この科研期
間においては 68 点のトレース図を作成して
きた。従来のトレース図は、絵図情報を単純
に線描化したものであるが、本科研によるそ
れは、日本画家との共同作業により、タッチ
なども考慮したより詳細な観察に基づくも
のとなっており、絵図が描かれた場を復元す
る手法でもある。調査とトレース図による総
合的な成果については、2011 年度より中世の
荘園絵図について書籍出版の形態で公開す
ることを予定しており、現在その第 1 冊目の
編纂が進行中である。 

（２）現地調査については、対象地域を限定
して重点的に取り組んできた。①薩摩国日置
北郷 ②伯耆国東郷荘 ③越後国奥山荘で
ある。このうち①については、現地の景観と
近世の地誌情報とから、従来の絵図解釈を補
訂する見解を見出し、大きな成果をあげてい
る。また②③についても、未調査の中世文書
や近世絵図の調査を実施することができ、分
析が進行中である。 

（３）本研究では、画像を主とした情報の公
開システム構築方法も検討している。本研究
グループでは、先行する科研において、「史
料編纂所所蔵荘園絵図模本データベース」や
「荘園絵図総合情報閲覧システム」を開発し
てきたが、前者については、2009 年度に画
面表示を改良し、空撮データを新たに搭載し
ている。 

（４）2010 年度、本研究が基盤としている
東京大学史料編纂所の歴史情報処理システ
ム SHIPS との連携のしかたを見直し、（３）
のデータベースやシステムの基礎部分を構
成する地名データ生成システムの開発を先
行させることにした。地理情報に関わるデー
タベース全般に応用展開できるシステムの
構築は、今後の研究支援に有効であると判断
したためであるが、これについても 2011 年
度半ばには試行運用できる見通しである。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

目的(1)については、現地調査に重点的に取
り組んだ地域において、従来の説を書きかえ
る成果をあげたこと、またトレース図・釈文
の作成も予定通り進行しており、全体的な調
査とそれに基づく成果を刊行物として出版
する計画が進行中である。 

目的(2)については、当初の、画像や地図表
示を中心としたシステムの構築から、今後の
研究の基礎となり、より汎用的に展開できる
地名情報生成システムの構築を先行させる
ことにしたが、これについても 2011 年度半
ばには運用できる見通しであり、さらに地図
上への展開についても試行する予定である。 
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４．今後の研究の推進方策 
情報システム構築について、あらたな情報

学の連携研究者の参加を得た。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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